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よ
さ
ん 

予 

算 

一般会計予算額　124億8千万円 

民生費 
31億9,019万2千円 
（25.6％） 

衛生費 
12億2,017万9千円 
（9.8％） 農林商工費 

4億3,938万円（3.5％） 

土木費 
26億5,161万円 
（21.3％） 

消防費 
4億5,510万6千円 
（3.7％） 

教育費 
16億4,044万9千円 
（13.1％） 

公債費 
14億4,694万7千円 
（11.6％） 

災害復旧費 
239万円（0％） 

予備費500万円（0％） 議会費 
1億7,761万7千円 
（1.4％） 

総務費 
11億9,894万3千円 
（9.6％） 

諸支出金 
5,218万7千円 
  （0.4％） 

市税 
42億9,057万2千円 
（34.4％） 

地方交付税 
27億8,000万円（22.3％） 

配当割交付金 
1,500万円（0.1％） 

株式等譲渡所得割 
交付金 13万円（0％） 

地方譲与税 
3億5,200万円 
（2.8％） 

利子割交付金 
1,500万円（0.1％） 

地方消費税交付金 
2億7,500万円（2.2％） 

自動車取得税交付金 
7,900万円（0.6％） 

地方特例交付金 
7,800万円（0.6％） 

交通安全対策特別交付金 
600万円（0％） 

分担金及び負担金 
1億5,991万8千円（1.3％） 

国庫支出金 
11億407万1千円 
（8.9％） 

県支出金 
5億390万8千円 

（4.1％） 

諸収入 
1億2,664万円（1％） 

市債 
9億5,060万円 
（7.6％） 

財産収入 
1,408万3千円 

（0.1％） 

寄附金 
347万1千円 

（0％） 繰入金 
14億4,750万円 
（11.6％） 

繰越金 
8,000万円（0.7％） 

使用料及び手数料　 
1億9,910万7千円 
（1.6％） 
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用用　用　 語　語　 説　説　 明明
☆歳入科目
市税
市民のみなさまから納めていただく市民税・固定資
産税など　
地方譲与税
自動車重量税など、国税として徴収して市へ譲与さ
れるお金
利子割交付金
金融機関等からの利子の支払を受ける際に課税された
税の一部を財源として、県から市へ交付されるお金
配当割交付金
県民税として平成16年1月1日以降に支払われる特
定配当等について課税され、市に交付される一定相
当額
株式等譲渡所得割交付金
県民税として平成16年1月1日以降に発生する譲渡
益等に課税され、市に交付される一定相当額
地方消費税交付金
地方消費税の一部を財源として、県から市に交付さ
れるお金
自動車取得税交付金
県で徴収する自動車取得税の中から市に交付される
お金
地方特例交付金
恒久的な減税に伴う地方税の減収の一部を補てんす
るための、地方税の代替的性格を有する財源で、国
から交付されるお金
地方交付税
所得税など国が徴収する税金の中から市町村などの
地方公共団体に交付されるお金
交通安全対策特別交付金
交通違反で国に支払われるお金の中から交付される
お金
分担金及び負担金
特定の利益を受ける人から徴収するお金（保育料など）

使用料および手数料
市施設の使用料や住民票の交付手数料など
国庫支出金
市が行う特定の公共事業などに、国から交付される
お金
県支出金
市が行う特定の公共事業などに、県から交付される
お金
財産収入
基金から生じる利息や、市の財産を貸し付けたり売
却することにより生じるお金
寄附金
市民の方々や団体などから受ける金銭による寄附
繰入金
市の基金から取り崩し、一般会計に繰り入れるお金
繰越金
前年度の決算額から生じる差額（前年度決算による
剰余金）
諸収入
他の収入科目に含まれない収入をまとめたもので、
延滞金、預金利子、雑入など
市債
事業などを行うために国や金融機関などから借り入れ
るお金

☆歳出科目
議会費
市議会の運営や市議会議員の報酬などに使われるお金
総務費
市の財産管理、税務、住民登録、選挙、広報、統計
など市の総括的な事務に使われるお金
民生費
社会福祉や老人福祉、保育所の運営費用などに使わ
れるお金
衛生費
各種検診や予防接種、ゴミの処理などに使われるお金
農林商工費
農林商工業の振興や農林道の整備、商工業の振興や
観光の振興などに使われるお金

特別会計予算額 

（単位：千円） 

会　　　計　　　名 

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計  

老 人 保 健 特 別 会 計  

介護保険（保険事業勘定）特別会計 

介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計 

下 水 道 事 業 特 別 会 計  

学 校 給 食 特 別 会 計  

住宅新築資金等貸付金特別会計 

霊 苑 事 業 特 別 会 計  

葛城市・広陵町介護認定審査会特別会

当 初 予 算  

3,515,000 

2,932,000 

1,665,300 

10,500 

2,289,000 

288,000 

5,340 

9,450 

15,506

企業会計予算額 
（単位：千円） 

水 道 事 業 会 計 

収 益 的 収 入  

収 益 的 支 出  

資 本 的 収 入  

資 本 的 支 出  

当 初 予 算  

812,175 

785,757 

103,100 

300,779

土木費
道路や河川の整備、公園管理、公営住宅管理などに
使われるお金
消防費
消防活動や消防施設の整備、防災事業などに使われ
るお金
教育費
学校の増改築、学校教育、社会教育、生涯学習、文
化財保護などに使われるお金
災害復旧費
災害によって生じた被害の復旧に要する経費
公債費
市が借りたお金の元金と利子などを償還するための
お金
諸支出金
基金への積立金などのお金
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平
成
十
八
年
度
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て

葛
城
市
長

H

川
　
義
　
彦

最
初
に
、
葛
城
市
が
誕
生
し
て
、
早
一
年
と
六
カ
月
近
く
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
ま
し
て
、
議
員
各
位
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
格
段
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
も
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
国
・
地
方
を
問
わ
な
い

厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
今
後
は
市
町
村
が
中
心
と
な
っ
て
、
住
民
負
担
と
選
択
に
基
づ

き
、
各
々
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
分
権
型
社
会
シ
ス
テ
ム
に
転

換
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
長
引
く
地
域
経
済
の
低
迷
に
よ
り
市
税
の
大
き
な
伸
び
が
見
込

ま
れ
な
い
な
か
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
等
の
大
幅
な
削
減
な
ど
、
厳
し

い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
へ
の
権
限
委
譲
が
進
み
市
町
村
の
事
務
量

の
増
大
と
責
任
が
ま
す
ま
す
重
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
員
の
意
識
改
革
と
併
せ
、
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
、
簡
素
に
し
て
効
率
的
な
行
政
運
営
に
鋭
意
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
昨
年
度
よ
り
「
行
政
改
革
推
進
本
部
」
及
び
「
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
を

設
置
し
、
合
併
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
活
か
し
な
が
ら
新
た
な
視
点
に
立
っ
た
行
財
政
の

総
点
検
を
行
い
、
積
極
的
な
行
政
運
用
を
進
め
る
た
め
「
行
政
改
革
大
綱
」
を
始
め
、
具
体

的
な
取
り
組
み
を
示
し
た
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
、

民
間
委
託
等
の
推
進
、
組
織
機
構
の
再
編
、
定
員
管
理
と
給
料
の
適
正
化
、
経
費
の
節
減
合

理
化
等
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
取
組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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し
せ
い
ほ
う
し
ん 

施 

政 

方 

針 
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次
に
「
地
域
基
盤
の
整
備
」
で
あ
り
ま

す
。大

和
高
田
バ
イ
パ
ス
、
南
阪
奈
道
路
、

京
奈
和
自
動
車
道
等
、
県
の
幹
線
道
路
網

整
備
に
よ
り
本
市
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は
格

段
に
向
上
し
て
お
り
ま
す
が
、
大
和
高
田

バ
イ
パ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
辨
之
庄
、

太
田
よ
り
県
道
當
麻
寺
線
の
区
間
が
未
着

手
で
あ
り
、
早
期
に
事
業
着
手
願
う
よ
う
、

国
土
交
通
省
、
県
に
対
し
要
望
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
国
道
二
四
号
線
よ
り
橿
原
市
へ

の
県
道
橿
原
新
庄
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
に
お
い
て
昨
年
度
基
本
計
画
の
検
討
が

行
わ
れ
、
事
業
採
択
に
向
け
国
に
要
望
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
国
道
一
六
六
号
線
、
県
道
御
所

香
芝
線
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続

第
　
一

快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

次
に
、
葛
城
市
の
六
つ
の
柱
に
基
づ
き

主
要
施
策
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
「
総
合
計
画
の
策
定
」
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
総
合
計
画

の
策
定
を
昨
年
度
よ
り
開
始
し
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、「
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」

の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
市
民
の
皆
様
よ
り

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
現
在
、
素

案
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を
も
と
に
「
総
合
計

画
審
議
会
」
で
ご
審
議
を
い
た
だ
き
、
夢

と
活
力
の
あ
る
葛
城
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
計
画
を
早
期
に
策
定
し
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
」

で
あ
り
ま
す
。

両
庁
舎
を
は
じ
め
各
公
共
施
設
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
高
め
、
施
設
の
有
効
利
用
と
市

内
各
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
、

昨
年
十
月
に
運
行
い
た
し
ま
し
た
公
共
バ

ス
「
葛
城
号
」
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様

か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
市
民
の
皆

様
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
ル
ー
ト
や
運
行

の
あ
り
方
等
を
見
直
し
て
ま
い
り
ま
す
。

き
事
業
推
進
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
幹
線
道
路
で
あ
り
ま
す

が
、
継
続
事
業
の
疋
田
本
線
、
中
道
・
諸

鍬
線
を
は
じ
め
、
新
市
建
設
計
画
に
お
け

る
磯
壁
・
新
在
家
線
に
つ
い
て
も
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、
辨
之
庄
・
木
戸
線
、
仮

称
・
尺
土
駅
前
広
場
に
つ
い
て
も
、
関
係

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
推
進
に
向
け

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
街
路
事
業
「
新
庄
駅
前
通
り
線
の

整
備
」
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
近
鉄
新
庄
駅
前
よ
り
Ｊ
Ｒ
大
和

新
庄
駅
に
向
け
道
路
拡
幅
工
事
を
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
国
道
二
四
号
線

付
近
の
整
備
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

関
係
者
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
事
業
用
地

確
保
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

次
に
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
で

あ
り
ま
す
。

都
市
再
生
整
備
計
画
に
よ
る
道
路
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
和
高
田
市
へ
も
つ

な
が
る
東
西
方
向
の
幹
線
道
路
と
し
て
整

備
が
急
が
れ
る
な
か
、
本
年
度
は
用
地
の

購
入
、
一
部
区
間
の
道
路
改
良
工
事
に
着

手
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ま
も
な
く
土
地
区
画
整
理
組
合

が
設
立
さ
れ
る
運
び
で
あ
り
、
一
部
工
事

に
着
手
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
本
市
の
都
市
計
画
の
基
本
方
針

と
な
る
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
、
市
総
合
計
画
及
び
県
の
都
市
計
画
の

方
針
に
即
し
て
、
本
年
度
に
策
定
し
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
「
水
道
事
業
」
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

本
年
度
も
、
原
水
確
保
に
は
関
係
地
域

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
県
営
水
道
百
三

十
万
ト
ン
の
受
水
を
行
う
こ
と
で
、
更
な

る
安
定
供
給
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
各
浄
水
施
設
の
設
備
改
良
等
、

水
質
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
と
と
も

に
、
昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
連
絡

管
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
配
水
管
の
新
設

及
び
老
朽
管
布
設
替
え
の
整
備
も
下
水
道

工
事
と
併
せ
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
下
水
道
事
業
」
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。

生
活
関
連
事
業
の
基
盤
と
し
て
整
備
推

進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
現

在
九
二
九
・
七
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
供
用
開

始
と
な
り
、
普
及
率
は
九
三
・
三
七
パ
ー
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ま
ず
「
社
会
福
祉
の
充
実
」
で
あ
り
ま

す
。障

害
者
基
本
法
の
理
念
に
基
づ
き
、
身

体
・
知
的
・
精
神
の
三
障
害
者
制
度
体
系

の
統
合
化
と
、
制
度
格
差
の
解
消
等
を
図

る
た
め
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が
施
行

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
障
害
者
が
、

そ
の
有
す
る
能
力
及
び
適
性
に
応
じ
、
日

常
生
活
や
社
会
生
活
に
お
い
て
、
自
立
し

な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
「
障
害
福
祉
計
画
」
等
の

策
定
を
図
る
と
と
も
に
、
障
害
の
程
度
に

応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
た
め
、

新
た
に
「
葛
城
市
・
広
陵
町
障
害
程
度
区

分
判
定
審
査
会
」
の
共
同
設
置
を
行
い
、

公
正
な
判
定
に
努
め
、
障
害
者
の
自
立
と

社
会
参
加
へ
の
支
援
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
生
活
保
護
に
つ
き
ま
し
て
は
、

就
業
率
も
や
や
改
善
の
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
無
年
金
者
あ
る
い
は
少
額
年
金
受
給

者
、
母
子
家
庭
な
ど
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

保
護
受
給
率
増
加
の
要
因
に
も
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
自
立

支
援
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、
生
活

困
窮
者
の
相
談
、
被
保
護
者
の
訪
問
指
導

や
適
切
な
助
言
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
高
齢
福
祉
の
充
実
」
で
あ
り
ま

す
。国

に
お
き
ま
し
て
は
、
超
高
齢
化
社
会

を
見
据
え
た
介
護
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム

へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、
介
護
保
険
事
業

と
従
来
の
高
齢
者
施
策
を
包
括
的
に
実
施

す
る
改
正
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
改
正
に
伴
い
、
本
市
で
は

「
葛
城
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
保

健
福
祉
部
高
齢
福
祉
課
内
に
設
置
し
、
介

護
予
防
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
関
係

課
及
び
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
ま
で
在
宅
高
齢
者
を
支

え
る
た
め
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
各

種
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
規
の
事
業

を
取
り
入
れ
な
が
ら
介
護
予
防
型
事
業
に

転
換
を
図
り
、
新
介
護
保
険
制
度
に
位
置

づ
け
さ
れ
た
地
域
支
援
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
事
業
推
進
を
図
り
、

「
要
介
護
」
状
態
と
な
る
こ
と
を
予
防
す
る

と
と
も
に
、
万
一
「
要
介
護
」
状
態
と
な

っ
た
場
合
で
も
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
に
お
い
て
高
齢
者
の
方
々
が
そ
れ

ぞ
れ
の
能
力
を
活
か
し
、
自
立
し
た
日
常

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備

し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
介
護
保
険
事
業
」
で
あ
り
ま
す
。

先
に
述
べ
ま
し
た
改
正
に
よ
り
、
介
護

保
険
事
業
で
は
、
介
護
予
防
に
重
点
を
置

い
た
新
予
防
給
付
事
業
や
、
新
し
い
概
念

に
よ
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
等

の
改
正
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
市
の
「
第
三
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
改
正
に
伴
う
見
直

し
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
状
況
を

踏
ま
え
て
計
画
を
策
定
し
、
平
成
十
八
年

度
か
ら
平
成
二
十
年
度
ま
で
の
介
護
保
険

料
を
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
に
係
る
税
制
改
正
等
に

伴
い
介
護
保
険
料
が
急
増
す
る
場
合
に
は
、

激
変
緩
和
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
低

所
得
者
対
策
に
も
配
慮
し
、
予
防
か
ら
介

護
に
至
る
ま
で
包
括
的
・
継
続
的
に
事
業

を
展
開
し
、
本
計
画
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
み

ん
な
で
つ
く
る
　
和
・
環
・
輪
　
い
つ
ま

で
も
元
気
　
い
き
い
き
　
か
つ
ら
ぎ
し
」

の
実
現
を
目
指
し
て
事
業
を
推
進
い
た
し

ま
す
。

次
に
「
葛
城
市
・
広
陵
町
介
護
認
定
審

査
会
」
で
あ
り
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

制
度
改
正
に
伴
う
新
予
防
給
付
対
象
者
の

審
査
判
定
基
準
が
追
加
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
今
後
、
公
平
・
中
立
な
判
定

が
で
き
る
よ
う
、
広
陵
町
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、「
葛
城
市
・
広
陵
町
介
護
認
定

審
査
会
」
と
し
て
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
「
児
童
福
祉
対
策
」
で
あ
り
ま
す
。

近
年
少
子
化
や
核
家
族
化
の
進
行
に
ま

す
ま
す
拍
車
が
か
か
り
、
地
域
や
近
隣
等

セ
ン
ト
、
水
洗
化
率
は
七
七
・
五
三
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。
本
年
度
も
、
管
渠

布
設
工
事
に
よ
る
面
的
整
備
を
中
心
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
供
用
開
始
区
域
内
の

水
洗
化
率
向
上
に
努
め
、
衛
生
環
境
の
改

善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

第
　
二

福
祉
の
心
が
常
に
息
づ
く

ま
ち
づ
く
り
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と
の
人
間
関
係
が
希
薄
化
す
る
な
か
で
、

若
い
お
母
さ
ん
方
の
育
児
や
子
育
て
に
対

す
る
不
安
感
や
負
担
感
が
よ
り
一
層
増
大

し
、
子
育
て
に
対
す
る
支
援
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
国
に
お
い
て
は
児
童

手
当
の
支
給
対
象
年
齢
を
、
現
行
の
小
学

校
第
三
学
年
修
了
前
か
ら
小
学
校
修
了
前

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。ま

た
、
従
来
か
ら
行
っ
て
お
り
ま
す
未

就
園
児
の
親
子
を
対
象
と
し
た
「
子
育
て

教
室
」
や
「
に
こ
に
こ
広
場
」
等
の
内
容

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、「
子
育
て
講
演

会
」
等
も
引
き
続
き
開
催
し
、
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
方
の
育
児
不
安
の
解
消
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
「
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
」
の
機
能
を
活
用
し
、

児
童
虐
待
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
に
努

め
る
と
と
も
に
「
家
庭
相
談
員
」
に
よ
る

相
談
体
制
に
つ
き
ま
し
て
も
、
更
に
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
就
労
形
態
等
の
多
様
化
に
伴
い
、

年
々
そ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
「
学
童

保
育
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て
対
象
範
囲
を
拡
大
し
、
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
立

と
民
間
の
保
育
所(

園)

が
互
い
に
連
携
を
図

り
、
子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊

重
し
な
が
ら
、
年
齢
に
応
じ
た
保
育
に
努

め
る
と
と
も
に
、
本
年
度
は
保
育
所
生
活

で
の
安
全
確
保
の
た
め
監
視
カ
メ
ラ
を
設

置
い
た
し
ま
す
。
併
せ
て
、
本
年
度
よ
り

発
達
相
談
員
に
よ
る
巡
回
相
談
を
実
施
し
、

子
ど
も
達
の
発
達
状
態
に
つ
い
て
指
導
・

助
言
を
仰
ぎ
保
護
者
等
の
相
談
体
制
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
保
健
事
業
」
で
あ
り
ま
す
。

「
い
つ
ま
で
も
健
や
か
で
、
心
豊
か
に

い
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
し
た
い
」
と
い

う
こ
と
は
、
全
市
民
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
既
に
新
庄
・
當
麻
両
地
区
で

そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
、
推
進
し
て
い
る
「
健

康
二
十
一
計
画
」
を
一
元
化
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
様
の
主
体
的
参
加
の
も
と
に
評

価
と
見
直
し
を
行
い
「
葛
城
市
健
康
二
十

一
計
画
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。
市

民
の
皆
様
が
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意

識
を
高
め
、
健
康
づ
く
り
の
輪
が
各
家
庭

か
ら
地
域
へ
と
広
が
る
よ
う
地
域
活
動
に

対
す
る
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

次
に
「
母
子
保
健
」
と
い
た
し
ま
し
て
、

母
親
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
育

児
支
援
に
努
め
、
子
ど
も
の
心
身
の
健
全

な
発
達
を
促
す
た
め
、
葛
城
市
医
師
会
、

歯
科
医
師
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
各
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
各
種

教
室
や
相
談
、
訪
問
指
導
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
の
芽

は
子
ど
も
時
代
に
作
ら
れ
ま
す
の
で
「
食

育
」
を
通
し
て
望
ま
し
い
食
生
活
を
習
慣

づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
の
み
で
な
く
、
豊
か
な
人
間
関
係

の
形
成
も
育
め
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

次
に
「
老
人
保
健
事
業
」
で
あ
り
ま
す
。

制
度
の
見
直
し
に
よ
り
介
護
予
防
重
視

の
理
念
が
導
入
さ
れ
、
今
後
は
新
た
に

「
活
動
的
な
八
十
五
歳
」
を
め
ざ
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
生
活
習
慣
病
予
防
と
介
護
予
防

と
が
連
携
し
た
保
健
事
業
を
推
進
い
た
し

ま
す
。
特
に
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
に
は

生
活
機
能
の
低
下
を
予
防
し
、
維
持
、
向

上
を
図
る
た
め
の
健
康
診
査
を
実
施
し
、

「
要
支
援
」
や
「
要
介
護
」
に
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
高
齢
者
に
は
、
口
腔
ケ
ア
ー
や
栄

養
改
善
教
室
、
地
域
の
公
民
館
を
利
用
し

た
生
き
が
い
教
室
等
の
開
催
、
閉
じ
こ
も

り
予
防
の
た
め
の
健
康
相
談
や
訪
問
指
導

を
実
施
し
、
高
齢
者
の
自
立
と
健
康
長
寿

を
可
能
に
す
る
介
護
予
防
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
国
民
健
康
保
険
事
業
」
で
あ
り

ま
す
。

近
年
の
医
療
制
度
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
・
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
や
経
済
成

長
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
問
題
に

直
面
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
国
民
健
康
保

険
財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
加
入
割
合
の

増
加
等
の
構
造
的
な
問
題
や
医
療
費
の
増

大
な
ど
に
よ
り
、
本
市
に
お
け
る
事
業
運

営
は
歳
入
歳
出
の
不
均
衡
が
年
々
拡
大
し

て
相
当
厳
し
い
状
態
と
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
慎
重

に
検
討
を
重
ね
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

今
後
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
で
円

滑
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
、
医
療
費

の
抑
制
に
努
め
な
が
ら
、
低
所
得
者
へ
の

税
の
配
慮
も
い
た
し
た
な
か
で
、
税
率
の

改
正
を
お
願
い
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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第
　
三

自
然
と
く
ら
し
を
ま
も
り
、

歴
史
と
文
化
を
活
か
す
ま

ち
づ
く
り

ま
ず
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
で
あ

り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
幅
広
く
利
用

さ
れ
定
着
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
交
付
の

普
及
と
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
戸
籍
の
届

出
及
び
住
民
異
動
等
に
関
す
る
本
人
確
認

の
実
施
を
さ
ら
に
強
化
し
、
住
民
票
の
閲

覧
制
度
の
見
直
し
を
図
り
、
個
人
情
報
保

護
に
努
め
つ
つ
、
戸
籍
制
度
の
信
頼
性
の

向
上
と
住
民
基
本
台
帳
の
記
録
の
正
確
性

を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
環
境
対
策
」
で
あ
り
ま
す
が
、

増
加
す
る
不
法
投
棄
を
防
止
す
る
た
め
に

監
視
カ
メ
ラ
の
増
設
と
、
違
法
広
告
物
の

排
除
等
環
境
美
化
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。次

に
「
清
掃
業
務
」
で
あ
り
ま
す
が
、

清
掃
業
務
の
効
率
化
と
作
業
の
安
全
性
を

図
る
た
め
、
新
庄
地
区
で
は
既
に
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
、
ゴ
ミ
袋
の
透
明
ま
た

は
半
透
明
袋
の
指
定
を
、
本
年
七
月
よ
り

當
麻
地
区
に
お
い
て
も
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

次
に
「
人
権
施
策
」
で
あ
り
ま
す
。

長
年
に
わ
た
る
同
和
教
育
や
啓
発
活
動

の
取
組
み
の
成
果
と
反
省
を
ふ
ま
え
、

様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
た
施
策

を
積
極
的
に
推
進
し
、「
差
別
の
な
い
豊
か

で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
創
造
す
る

た
め
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
日
常
生
活
の
安
全
対
策
」
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
本
年
度
か
ら
子
ど
も
達
の
下
校
時

間
に
合
わ
せ
て
、
職
員
を
中
心
に
青
色
回

転
灯
を
装
備
し
た
公
用
車
二
台
に
よ
り
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の

設
置
を
一
千
箇
所
に
拡
大
い
た
し
ま
し
て
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
達
を
守
る
体
制
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
公
共
施
設
利
用
者
が
心
停
止
に

陥
っ
た
際
に
使
用
可
能
な
よ
う
に
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
、
新
庄

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
総
合
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
体
力
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
及
び
當

麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
四
施
設
に
設
置

し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
消
防
関
係
」
で
あ
り
ま
す
。

近
年
、
災
害
や
様
々
な
事
故
の
形
態
も

複
雑
多
様
化
し
、
消
防
に
寄
せ
ら
れ
る
期

待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。

消
防
団
員
は
、
日
頃
生
業
を
営
む
か
た

わ
ら
、
有
事
の
際
に
は
危
険
を
顧
み
ず
、

市
民
の
皆
様
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め

消
防
活
動
に
ご
努
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
本
年
度
は
消
防
団
の
消
防
ポ
ン

プ
車
一
台
を
更
新
し
て
、
消
防
力
の
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
消
防
署
に
お
き
ま
し
て
は
、
交

通
事
故
そ
の
他
に
よ
る
救
急
出
動
回
数
も

年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
訓
練
用
ト
レ
ー
ナ
ー
器
を
増
設
い
た
し

ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
や
職
員
を
対
象
に

救
命
講
習
会
を
積
極
的
に
開
催
し
、
よ
り

一
層
救
急
救
命
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り

ま
す
。

次
に
「
防
災
対
策
の
充
実
」
で
あ
り
ま

す
。「

葛
城
市
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
大
字
の
実
情
に
応
じ
た
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
自

主
防
災
組
織
の
育
成
、
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
災
害
に
関
す
る
基

礎
知
識
や
避
難
所
等
を
記
載
し
た
防
災
マ

ッ
プ
を
全
戸
に
配
布
し
て
、
市
民
の
皆
様

の
防
災
意
識
の
高
揚
と
災
害
時
の
安
全
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
地
震
の
発
生
に
備
え
た

安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
第
一
歩
と

い
た
し
ま
し
て
、
本
年
度
よ
り
市
民
の
希

望
者
を
対
象
に
、
個
人
の
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
外
国
等
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
場

合
の
市
民
の
避
難
手
順
や
、
救
援
方
法
な

ど
を
ま
と
め
た
、
県
の
国
民
保
護
計
画
が

本
年
一
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

本
年
度
は
「
葛
城
市
国
民
保
護
協
議
会
」

を
組
織
い
た
し
ま
し
て
、
本
市
の
「
国
民

保
護
計
画
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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ま
ず
「
産
業
の
振
興
」
で
あ
り
ま
す
。

本
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
酪
農

に
つ
き
ま
し
て
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
資

源
循
環
型
農
業
を
耕
種
農
家
と
連
携
し
な

が
ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
米
の
生
産

調
整
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
田
農
業
構
造

改
革
対
策
事
業
と
し
て
、
産
地
づ
く
り
対

策
と
担
い
手
支
援
及
び
育
成
の
推
進
に
努

め
、
生
産
者
の
全
面
的
な
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
転
作
の
奨
励
作
物
と
し
て
他

品
目
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
Ｊ
Ａ
と

と
も
に
取
り
組
み
、
転
作
へ
の
普
及
や
遊

第
　
五

輝
く
未
来
の
た
め
に
教
育
に

全
力
を
注
ぐ
ま
ち
づ
く
り

第
　
四

産
業
の
振
興
に
よ
る
活
力

み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

休
農
家
の
解
消
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
休
館
し
て
お
り
ま
す
農
業

者
健
康
管
理
休
養
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し

て
は
、
活
性
化
を
め
ざ
し
て
、
本
年
度
も

引
き
続
き
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

林
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
森
林

の
持
つ
多
面
的
機
能
の
効
率
化
に
努
め
る

と
と
も
に
、
造
林
事
業
・
間
伐
等
促
進
事

業
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
土
地
改
良
事
業
」
で
あ
り
ま
す
。

農
業
農
村
総
合
整
備
事
業
を
引
き
続
き

実
施
し
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
及
び
農

村
生
活
環
境
の
総
合
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

次
に
「
商
工
業
、
観
光
の
振
興
」
で
あ

り
ま
す
。

四
月
に
は
新
庄
・
當
麻
両
商
工
会
が
合

併
さ
れ
、
葛
城
市
商
工
会
が
誕
生
さ
れ
ま

す
。
今
後
は
本
市
の
経
済
発
展
に
、
よ
り

一
層
貢
献
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
に
ご
期
待

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
商
工

業
の
振
興
や
活
性
化
を
図
る
た
め
「
商
工

ま
つ
り
」
や
「
ふ
る
さ
と
の
つ
ど
い
」
等

に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
新
た
に
設
け
ま
し
た
本

市
の
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度
も
引
き
続

き
融
資
の
あ
っ
旋
及
び
保
証
料
等
を
助
成

し
、
中
小
企
業
の
育
成
発
展
を
図
る
と
と

も
に
、
中
小
企
業
経
営
改
善
資
金
利
子
補

給
事
業
に
よ
り
中
小
企
業
経
営
者
の
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
急
増
し
て
お
り
ま
す
悪
質
商
法
、

消
費
生
活
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
相

談
に
対
応
す
る
た
め
、
本
年
度
も
消
費
生

活
相
談
窓
口
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
観
光

行
事
の
支
援
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
な
ど
観
光
情
報
の
発
信
を
広
く
行
い
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
積
極
的
に
本
市
の

歴
史
や
文
化
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
知
名
度
を

高
め
る
よ
う
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、
学
校
教
育
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。少

人
数
指
導
及
び
少
人
数
学
級
編
制
等

を
通
じ
て
き
め
細
か
い
指
導
を
展
開
し
、

基
礎
学
力
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
の
「
国
語
力
向
上
モ

デ
ル
事
業
」
の
指
定
研
究
を
市
内
の
全

小
・
中
学
校
で
受
け
、
読
書
指
導
の
充
実

を
糸
口
と
し
て
国
語
力
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
度
よ
り
全
幼
稚

園
・
小
学
校
で
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
素
地
を
養
う
た
め
の
取
組
を

開
始
し
て
お
り
ま
す
が
、
幼
稚
園
か
ら
中

学
校
ま
で
の
十
一
年
間
を
見
通
し
て
一
貫

し
た
英
語
教
育
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
今

年
度
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
に
着
手
し

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
子
ど
も
達
の
安
全
を
脅
か
す
犯

罪
増
加
に
鑑
み
、
昨
年
度
よ
り
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
実
施
中
の

「
児
童
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
に
つ
い
て
、
従

来
の
一
日
十
人
態
勢
を
十
四
人
態
勢
と
し
、
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の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
で
あ
り

ま
す
。

近
年
、
行
財
政
改
革
を
は
じ
め
行
政
へ

の
関
心
が
高
ま
る
な
か
で
、
本
市
の
行
政

運
営
に
広
く
市
民
の
皆
様
の
声
を
伺
い
、

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、
昨
年
度
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
を
本
年
度
も

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
　
六

市
民
の
皆
様
と
の
対
話
と

協
働
に
よ
る
新
し
い
ま
ち

づ
く
り

児
童
の
引
率
や
巡
視
の
充
実
に
一
層
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
学
校
施
設
の
安
全
性
の
向
上
で

あ
り
ま
す
が
、
新
庄
北
小
学
校
の
屋
内
運

動
場
及
び
白
鳳
中
学
校
北
館
教
室
棟
の
地

震
補
強
等
改
修
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
次
期
工
事
予
定
の
忍
海
小

学
校
教
室
棟
の
一
部
改
築
に
つ
き
ま
し
て

も
、
設
計
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
適
応
指
導
教
室
」
は
、
昨
年
度

「
教
育
相
談
室
」
と
合
体
し
て
精
力
的
に
活

動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
度

よ
り
、
通
常
学
級
に
在
籍
し
な
が
ら
も
軽

度
の
障
害
を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
を
も
視

野
に
入
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
個
別
支
援
計
画
の
立
案
と
実
施
が
、

「
特
別
支
援
教
育
」
と
し
て
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
開
始
に
あ
た
り
ま
し
て
も
、
学
校
現

場
と
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
随
時
、
指

導
・
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
本
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
、
教

職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
人
事
評
価
制

度
に
つ
い
て
も
、
実
効
あ
る
も
の
と
な
る

よ
う
指
導
・
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
生
涯
学
習
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
住
民
の
学
習
の
拠
点
と
な
る
地
域
分

館
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
よ
り

身
近
な
学
び
の
場
、
ふ
れ
あ
い
の
場
、
学

ん
だ
こ
と
の
活
用
の
場
と
し
て
、
地
域
分

館
活
動
及
び
公
民
館
活
動
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
体
育
振
興
」
で
あ
り
ま
す
。

各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
な
ど
を
関
係
機
関
・
団
体
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
親
し
み
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
各
体
育
施
設
に
つ
き
ま
し

て
も
、
こ
れ
ら
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
行
事
等

の
場
と
し
て
、
ま
た
日
常
生
活
の
体
力
の

維
持
・
増
進
に
役
立
た
せ
る
た
め
、
多
く

の
市
民
の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、
安
全
で
適
正
か
つ
効
率
的
な
管
理
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
市
立
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
知
識
と

情
報
の
提
供
及
び
共
有
化
に
向
け
、
資
料

の
充
実
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。「
葛
城
歌
壇
」
を
は
じ
め
諸
事
業
の
企

画
・
実
施
を
図
り
、
生
涯
学
習
並
び
に
文

化
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
歴
史
博
物
館
で
は
、
遣
唐
留
学

生
・
井
真
成
（
い
の
ま
な
り
）
の
生
誕
地

を
思
わ
せ
る
「
井
部
（
い
べ
）」
の
墨
書
土

器
の
展
示
や
、「
竹
内
遺
跡
」
出
土
の
遺
物

を
中
心
に
、
常
設
展
の
展
示
替
え
を
行
い

ま
し
た
。
事
の
真
偽
は
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
遣
唐
使
を
送
り
出
す
こ
と
も
可

能
な
高
い
文
化
を
持
っ
た
本
市
の
歴
史
の

紹
介
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
新
庄
・
當
麻
両
文
化
会
館
に
お

き
ま
し
て
は
、
地
域
の
文
化
活
動
を
積
極

的
に
支
援
し
、
市
民
の
皆
様
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
鋭
意
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
も
両
セ
ン
タ
ー

が
協
力
し
、
給
食
費
補
助
の
継
続
と
併
せ

て
、
調
理
・
献
立
に
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
、
安
全
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
豊

か
な
、
魅
力
あ
る
学
校
給
食
の
提
供
に
努

め
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
衛
生
管
理

10広報「 」平成18年4月号

「井部（いべ）」の墨書土器



次
に
「
情
報
公
開
と
個
人
情
報
保
護
制

度
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
は
、
市
民
の
皆
様
に
対

す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
、
今
後
と

も
本
市
が
保
有
す
る
情
報
の
公
開
を
推
進

し
、
市
民
の
皆
様
の
市
政
へ
の
参
加
を
促

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情
報

保
護
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
人
情
報

の
適
正
な
取
扱
い
な
ど
の
職
員
研
修
を
実

施
し
、
漏
え
い
等
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、

開
示
・
請
求
等
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
市

政
の
適
正
な
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
「
広
報
業
務
」
で
あ
り
ま
す
。
毎

月
発
行
の
「
広
報
か
つ
ら
ぎ
」
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
行
政
と
市
民
の
皆
様
を
繋
ぐ

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
大
変
重
要
な
媒
体
で
あ

以
上
、
平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
葛
城

市
の
重
点
施
策
を
中
心
に
、
そ
の
概
要
を

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も

多
く
の
施
策
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
を
は

じ
め
全
職
員
が
一
丸
と
な
り
ま
し
て
諸
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、

計
画
い
た
し
ま
し
た
諸
施
策
が
円
滑
に
推

進
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
念
願
し
、
平

成
十
八
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
、

読
ん
で
い
た
だ
き
や
す
い
、
魅
力
あ
る
紙

面
づ
く
り
や
情
報
の
提
供
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
無
料
法
律
相
談
に
つ
き
ま
し
て

も
、
複
雑
化
す
る
社
会
情
勢
に
伴
い
相
談

件
数
も
増
加
し
て
お
り
、
本
年
度
も
、
引

き
続
き
市
内
二
箇
所
で
弁
護
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
奈

良
県
弁
護
士
会
の
中
和
法
律
セ
ン
タ
ー
も

併
せ
て
ご
利
用
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
様

の
不
安
や
心
配
事
の
解
消
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

11 広報「 」平成18年4月号
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ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
北北
花花
内内
のの
会会

３
月
５
日(

日)

、
北
花
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
北
花
内
の
会
設
立
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
を
狙
っ
た
凶
悪
犯
罪
が
多
発
す
る
昨
今
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
北
花
内
の
会
は
、「
地
域
の
子
ど
も
た
ち

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
、
防
犯
活
動
を
通

じ
て
子
ど
も
た
ち
や
地
域
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
密
に
な
り
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
街

づ
く
り
が
で
き
る
と
、
有
志
が
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
の
総
会
に
は
、
関
係
者
約
70
名
が
集
ま
っ
て

行
わ
れ
、
会
長
の
竹
谷
恭
男
さ
ん
が
、「
犯
罪
や
事
故
、

災
害
に
遭
い
に
く
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
自
主
活
動
に
努
め
ま
す
。」
と
決
意
表
明
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
北
花
内
地
域
の
通
学
路
を
実
際

に
歩
い
て
、
危
険
箇
所
の
再
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

奈奈
良良
県県
出出
身身
力力
士士
がが

相相
撲撲
館館
をを
訪訪
問問

２
月
24
日(

金)

、
葛
城
市
相
撲
館
「
け
は
や
座
」
に
川

上
村
出
身
の
十
両
力
士
・
大
真
鶴
（
だ
い
ま
な
づ
る
）
関

が
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

甚
句
会
の
方
々
に
出
迎
え
ら
れ
た
大
真
鶴
関
は
、
展
示

さ
れ
て
い
る
貴
重
な
資
料
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
な
が
ら
館
内
を

見
学
。
同
じ
奈
良
県
出
身
の
歴

代
力
士
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
特
に

興
味
を
も
っ
て
見
学
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
物
故
力
士

の
塚
「
け
は
や
塚
」
を
参
拝
さ

れ
ま
し
た
。

自
己
最
高
位
の
西
十
両
二
枚

目
で
迎
え
た
春
場
所
で
は
、
新

入
幕
に
む
け
期
待
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。

市市
立立
小小
・・
中中
学学
校校
、、
幼幼
稚稚
園園
でで

卒卒
業業((

園園))

式式

春
の
訪
れ
を
日
ご
と
に
感
じ
る
季
節
の
な
か
、
市
立

小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
で
卒
業(

園)

式
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
程
を
修
了
し
た
証
で
あ
る
卒
業
証
書
・
修
了
証
書

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

校
長(

園
長)

先
生
や
来
賓
の
方
々
か
ら
は
、
心
温
ま
る
お

祝
い
の
言
葉
と
と
も
に
、
新
し
い
道
に
進
ん
で
い
く
に
あ

た
っ
て
の
励
ま
し
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
・

卒
園
児
の
皆
さ
ん
は
、
盛
大
な
拍
手
で
見
送
ら
れ
な
が
ら
、

思
い
出
の
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た
学ま

な

び
舎や

を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

全全
国国
子子
どど
もも
会会
連連
合合
会会

4400
周周
年年
記記
念念
特特
別別
表表
彰彰
をを
受受
賞賞

２
月
10
日(
金)
、
東
京
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少

年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
顧
問

の
野
地
周
三
さ
ん
（
長
尾
）
が
、
全
国
子
ど
も
会
連
合
会

40
周
年
記
念
特
別
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
永
年
地
域
の
子
ど
も
会
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
、
ご
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
後
と
も
健
康
に
留
意

さ
れ
益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま

す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

宝宝
くく
じじ
助助
成成

「
平
成
17
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
に
よ
り
、

そ
ば
を
製
粉
す
る
た
め
の
電
動
石

臼
機
、
脱
皮
機
、
石
抜
機
を
購
入

し
、
大
字
山
田
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
住
民
が
自
主
的
に

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

を
図
り
、
地
域
の
連
帯
感
に
基
づ

く
自
治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
宝
く
じ

の
助
成
に
よ
り
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

新庄中学校のようす

白鳳中学校のようす
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農農
産産
物物
をを
差差
しし
入入
れれ

３
月
７
日(

火)

、
市
内
の
農
業
団
体
が
大
相
撲
元
関

脇
・
寺
尾
の
錣
山
（
し
こ
ろ
や
ま
）
親
方
率
い
る
錣

山
部
屋
に
ネ
ギ
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
野
菜
と
、

け
は
や
味
噌
、
け
は
や
餅
、
乳
製
品
な
ど
の
加
工
品

を
差
し
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

錣
山
部
屋
を
応
援
し
よ
う
と
の
思
い
か
ら
農
産
物

を
贈
る
事
と
な
り
ま
し
た

が
、
相
撲
発
祥
の
地
と
し

て
も
知
ら
れ
る
市
の
Ｐ
Ｒ

も
兼
ね
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、「
丹
精
込
め

て
作
っ
た
農
産
物
を
食
べ

て
、
一
番
で
も
多
く
勝
っ

て
ほ
し
い
。」
と
語
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

健健
闘闘
！！
第第
１１
回回
市市
町町
村村
対対
抗抗

子子
どど
もも
駅駅
伝伝
大大
会会

奈
良
県
下
の
市
町
村
代

表
35
チ
ー
ム
が
参
加
す

る
、
市
町
村
対
抗
子
ど
も

駅
伝
大
会
が
、
３
月
４
日

(

土)

に
馬
見
丘
陵
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

葛
城
市
チ
ー
ム
代
表
11

名
は
、
健
闘
の
結
果
、
総

合
の
部
で
14
位
の
成
績
を

お
さ
め
ま
し
た
。

第第
3300
回回
近近
畿畿
ミミ
ニニ
ババ
スス
ケケ
ッッ
トト
ボボ
ーー
ルル

交交
歓歓
大大
会会
！！

３
月
４
日(

土)

・
５
日(

日)

に
、

滋
賀
県
野
洲
市
で
第
30
回
近
畿
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

が
開
催
さ
れ
、
県
代
表
と
し
て
出

場
し
た
新
庄
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子
が
、

ブ
ロ
ッ
ク
別
で
準
優
勝
の
成
績
を

お
さ
め
ま
し
た
。

葛葛
城城
市市ボボ

ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
ガガ
イイ
ドド
のの
会会

３
月
３
日(

金)

、
葛
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
の
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
会
員
は
、
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
新
庄
地
区
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
学
ば
れ
、
柿
本
神
社
、
置
恩
寺
、
笛
吹
神
社

を
見
学
し
、
地
元
関
係
者
か
ら
の
説
明
を
熱
心
に
聞
か
れ
て
い

ま
し
た
。

同
会
長
は
、「
観
光
客
の
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
葛
城

市
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
。」

と
抱
負
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

尚
、
同
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
相
撲
館
ま
で
。

平平
成成
1177
年年国国

勢勢
調調
査査
速速
報報
人人
口口

住
民
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
昨
年
10
月
１

日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
平
成
17
年
国
勢
調
査
に
つ
き
ま

し
て
、
奈
良
県
統
計
課
に
よ
り
、
と
り
ま
と
め
た
速
報

人
口
等
を
次
の
通
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
当
速
報
人
口
の
留
意
点

●
当
速
報
人
口
は
、
本
年
７
月
か
ら
10
月
に
総
務
省
統
計
局
か

ら
公
表
予
定
の
「
調
査
票
に
よ
る
集
計
結
果
（
確
定
人
口
）」
と

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
比
較
に
用
い
た
平
成
12
年
の
葛
城
市
の
数
値
は
、
旧
新
庄
町
、

旧
當
麻
町
の
数
値
を
そ
れ
ぞ
れ
合
計
し
た
も
の
で
す
。

（
奈
良
県
統
計
課
）

葛城市

奈良県
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生生
涯涯
学学
習習
まま
ちち
づづ
くく
りり
推推
進進
大大
会会
開開
催催

２
月
26
日
（
日
）、
新
庄
文
化
会
館
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推

進
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

當
麻
あ
す
な
ろ
合
唱
団
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
合
唱
に
続
き
、
こ
の
た
び
制
定
さ
れ
た

市
歌
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
緑み

ど
り

の
風か

ぜ

」
と
題
す
る
葛
城
市
歌
を
作
詞
さ
れ
た
北
川
康

宏
氏
へ
の
表
彰
や
、
作
曲
者
キ
ダ
・
タ
ロ
ー
氏
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
軽

快
な
リ
ズ
ム
の
市
歌
が
當
麻
あ
す
な
ろ
合
唱
団
の
合
唱
に
よ
り
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
発
表
の
部
で
は
、
磐
城
小
学
校
、
當
麻
小
学
校
、
新
庄
中
学
校
の
代
表
児
童
・
生

徒
の
皆
さ
ん
が
、
す
ば
ら
し
い
内
容
の
作
文
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
モ
デ
ル
指
定
分
館
活
動
発
表
で
は
、
疋
田
フ
ル
ー
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
、

「
住
ん
で
い
る
人
の
顔
が
見
え
る
公
民
館
活
動
」
《
み
ん
な
明
る
く
楽
し
く
ね
》
と
題
し
て

住
吉
幸
代
さ
ん
が
、
加
守
公
民
館
か
ら
は
、
葛
城
市
の
北
の
玄
関
口
加
守
よ
りN

orthW
ind

「
ふ
る
さ
と
加
守
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
西
井
覚
さ
ん
と
z
橋
秀
光
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
い
か
し
地
域
の
住
民
を
中
心
に
し
た
１
年
間
の
取
り
組
み
を
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
を

い
た
だ
き
、
生
涯
学
習
の
学
び
の
場
、
ふ

れ
あ
い
の
場
、
生
か
す
場
と
し
て
の
こ
の

大
会
を
盛
会
の
内
に
終
え
ま
し
た
。

葛
城
市
歌
「
緑
の
風
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
愛
さ
れ

ま
す
よ
う
に
、
市
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
、

学
校
行
事
等
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
活
用

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
市

歌
は
３
種
類
の
形
式
（「
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ

ー
ジ
ョ
ン
」、「
カ
ラ
オ
ケ
」、「
マ
ー
チ
バ

ー
ジ
ョ
ン
」）
を
用
意
し
て
お
り
、
葛
城

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
３
種
類
と
も
無
料

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
Ｃ
Ｄ
を
ご
希
望
の
方
に
は
、
企

画
調
整
課
に
て
５
０
０
円
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

葛城市歌制定
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「近所に同年代の子どもがいない」「子どもをもっと遊ばせたい」
そんなことを感じておられませんか？
子育てをしている皆さんがみんなで楽しみ、考え合い、育ち合っ

ていく場として、未就園児と保護者に保育所(園)を開放しています。
また、各保育所(園)において子育てに関する相談もお受けいたしま

すので、お気軽にお越しください。

★開催日：年10回（下記の表参照）
時　間：午前10時～11時30分

開催月 予　定　内　容 開催保育所（園）
5 月 はじめまして（一緒に遊ぼう）
6 月 戸外で遊ぼう
7 月 水遊びを楽しもう
8 月 プールで遊ぼう
9 月 ゲーム遊びをしよう
10月 戸外で遊ぼう
11月 作って遊ぼう
12月 みんなで楽しく遊ぼう
1 月 お正月の遊びをしよう
2 月 リズム遊びをしよう

◎ 詳しくは、各保育所（園）まで。
・磐城第1保育所 TEL (48)2619 ・華表保育園 TEL (69)6368
・磐城第2保育所 TEL (48)4998 ・浄正院保育園 TEL (69)6025
・當麻第1保育所 TEL (48)2377 ・はじかみ保育園 TEL (62)1451

市内在住の未就園児とその保護者のふれあ
いの場として、5月から市内3ヵ所で開設し
ますので、お気軽にお越しください。

◆開催場所：磐城児童館・當麻児童館・
新庄健康福祉センター2階

◆開設日：5月から毎週火曜日
（但し、祝日は休み）

◆開設時間：午前9時30分～ 正午まで
◆申　込：不要
◎詳しくは、児童福祉課まで。

＊第2木曜日
當麻第1保育所、華表保育園

＊第3木曜日
磐城第２保育所、浄正院保育園

＊第4木曜日
磐城第１保育所、はじかみ保育園

★但し、内容・曜日について変更するこ
とがあります。詳しくは、事前に防災行
政無線および有線でその都度お知らせし
ます。

一時保育事業は、急病や家事都合や育児疲れ等により一時的に
家庭で保育が困難になったお子さんをお預かりする事業です。

◆対象児童…本市居住の１歳以上の就学前児童
◆利用期間…１週間を限度とします。
◆利用時間…通常保育時間（午前8時30分～午後5時）内の必要

な時間
◆利用人数…利用人数は制限がありますので、一時お待ちいた
だく場合、あるいは、お断りさせていただく場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
◆利用料金
1歳児～2歳児：4時間以内…1,800円、4時間以上…3,600円
3歳 児 以 上：4時間以内…900円、4時間以上…1,800円　　
（満年齢）

◆利用申込…児童福祉課備え付けの「一時保育利用申請書」に
必要事項を記入のうえ、児童福祉課へ提出してください。
◆利用できる保育所

◎磐城第1保育所《兵家71番地》TEL（48）2619
◎華表保育園《南藤井92番地1》TEL（69）6368

◎詳しくは、児童福祉課または、実施保育所（園）まで。



16広報「 」平成18年4月号

個人の市県民税及び固定資産税に係る前納報奨金は、収税の早期確保や納税意識の向上を目的に創設された
制度ですが、金融機関での窓口納付や口座振替制度の普及などによる自主納税意識が高まり、この制度の目的
は達成されたといえます。また、市県民税の場合は給与所得者の特別徴収はこの制度の適用を受けられないと
いう納税者間の不公平も生じていました。そのため、前納報奨金を段階的に廃止することになりました。
納税者皆さまの、ご理解とご協力をお願いいたします。

● 年度ごとの交付率
平成17年度まで、交付率0.5％であったものが、
→平成18年度　0.3％
→→平成19年度　0.2％
→→→平成20年度　0.1％
→→→→平成21年度から廃止となります。

● 前納報奨金の計算方法
市県民税と固定資産税については、第1期の納期限までに1年間の税金を一括で全額納付された場合に前納報

奨金の交付対象になり、次の計算式で算出された額が前納報奨金として交付され、納付額が税額から減額され
ます。

前納報奨金額＝第2期税額×交付率×前納月数

（例1） 市県民税の第2期税額が50,000円の場合
▼平成18年度 50,000円×0.3％×4ヵ月＝600円 ▼平成19年度 50,000円×0.2％×4ヵ月＝400円
▼平成20年度 50,000円×0.1％×4ヵ月＝200円 ▼平成21年度から廃止

（例2） 固定資産税の第2期税額が50,000円の場合
▼平成18年度 50,000円×0.3％×6ヵ月＝900円 ▼平成19年度 50,000円×0.2％×6ヵ月＝600円
▼平成20年度 50,000円×0.1％×6ヵ月＝300円 ▼平成21年度から廃止　　　　　　　　　　（税務課）

葛城市税の納付月

●　　　　 ●　　　　　 ●
● ● ●
●

● ● ● ● ● ● ● ●
納付期限は各納付月末日（12月は25日）です。納付期限が土･日の場合は、翌金融機関営業日になります。

納付期限日一覧

7/31           10/2 11/30
5/31 8/31 10/31
5/31

7/31  8/31  10/2 10/3111/3012/25 1/31   2/28

口座振替をご利用になると、納付のために金融機関などへお出かけいただく必要がなくなります。また、うっ
かり納期限を忘れてしまうという心配もなくなります。
申込み手続きは、市指定の金融機関及び郵便局でできます。

納付期限までに税金を納付されませんと、督促状が送付されます。督促状には督促手数料が加算され、延滞金
がかかることもあります。また、督促状の指定期間までに税金を納付されない場合は、財産の差押え等の滞納処
分の対象にもなります。
いろいろな事情があり、納付期限までに納付することが困難な場合は、そのままに放置せずに早めに納税通知

書と印鑑を持って税務課へ納税の相談にお越しください。
◎詳しくは、税務課まで。
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老人保健の医療受給者証の交付を受けている方で、本人または扶養者の勤め先の変更などにより、加入して
いる健康保険に変更がある方は、必ず市民課へ届け出てください。

こんなとき 届け出に必要なもの いつまでに
加入している健康保険が変わったとき 健康手帳・医療受給者証・新しい保険証　　　14日以内に
他の市町村へ転出するとき 健康手帳・医療受給者証 すみやかに
他の市町村から転入してきたとき 保険証・負担区分証明書、又は課税証　　　　転入してから

明書（前住所地で発行） 14日以内に
同じ市町村の区域内で住所が変わったとき 健康手帳・医療受給者証・保険証　　　　　　14日以内に
一定の障害（「寝たきり」など）のある方が 身体障害者手帳、国民年金証書、医師の
65歳になったとき、または、65歳を過ぎて 診断書のいずれかの書類・保険証　　　　　　すみやかに
一定の障害のある状態になったとき
生活保護を受けるなどにより、医療保険の 健康手帳・医療受給者証・保険証　　　　　　14日以内に
資格を失ったとき

（市民課）

平成18年4月からお使いいただく国民健康保険被保険者証（保険証）は届いていますか？
3月下旬に、新しい保険証を配達記録郵便にて郵送しておりますが、該当される方で、まだ届いていない方

は市民課までお問い合わせください。
なお、今までお使いの旧保険証は、平成18年4月からは使用できませんので、各自で処分されるか、または

市民課まで返還してください。

～　加入している健康保険が変わっていませんか？　～

自立支援医療（更生医療・精神通院医療）や、福祉サービス（ホームヘルプサービス・デイサービス・ショ
ートステイ）などは、原則１割の自己負担が必要になります。
ご利用の際は、新しく交付された「受給者証」と「上限額管理票」を必ず提示してください。

◎詳しくは、社会福祉課まで。

4月1日から7月31日までの4ヵ月間！市内観光スポット7カ所でスタンプラリーを開催します。
市内の観光スポットでスタンプを集めてまわり、全部集まれば素敵な賞品が抽選で当たります！

◆ラリー参加施設…・當麻寺（本堂）・石光寺・葛城市相撲館「けはや座」・葛城市歴史博物館
・當麻の家・ラッテたかまつ・笛吹神社（葛木坐火雷神社

かつらきにいますほのいかづちじんじゃ

）
◆参加方法…各スタンプラリー参加ポイントで応募用紙を入手しスタンプを集めてもらいます。7カ所す

べてのスタンプが集まれば応募箱に応募用紙を投函するだけです。
（応募は１名につき１口となります。）

◆賞品…スタンプラリー参加各施設より選りすぐりの賞品をご用意！　
（例）當麻寺から『写仏セット』、『けはや御膳お食事券』

等々盛り沢山(^_^)v
◆応募期限…7月31日。当選発表は8月に抽選の上、発送をもって

かえさせていただきます。

◎詳しくは、葛城市観光協会 TEL（48）4611《火曜・水曜を除く》　
またはTEL（48）2811《土・日・祝日を除く》まで。
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犬の登録と狂犬病の予防注射

月　日 時　　間 場　　　　所
10：00～10：30 笛吹集会所前
10：45～11：30 西辻コミュニティセンター前
13：30～15：00 歴史博物館駐車場
9：30～11：30 市役所新庄庁舎北側駐車場
9：30～11：30 新庄商工会駐車場

13：30～15：00 公民館疋田分館前
9：30～10：10 當麻観光駐車場

10：30～11：10 勝根公民館前
11：30～12：00 今在家農業実行組合倉庫前
13：00～13：30 染野公民館前
13：50～14：20 新在家公民館前
14：40～15：20 加守公民館前
9：30～10：10 南今市公民館前

10：30～11：00 太田集落センター前
11：20～12：00 大畑集落センター前
13：00～13：30 竹内集落センター前
13：50～14：30 兵家公民館前
9：30～10：00 木戸集落センター前

10：20～11：00 八川公民館前
11：20～12：00 尺土公民館前
13：00～14：00 市役所當麻庁舎前

犬の登録は、生涯１回。
狂犬病予防注射は、毎年１回。

生後91日以上の犬を飼っている方は、登録と予防注射をしてください。
●犬の登録手数料（犬の登録がまだの方）…3,000円
●予防注射…3,200円

※ 『予防注射実施のお知らせ』のはがきが届いている方は、当日必ず持参してください。（環境課）

市内事業主のみなさんへ市内事業主のみなさんへ
市内の各事業主のみなさんは、事業活動によって生じたゴミ（産業廃棄物以外）を、自らクリーンセンターに

持ち込んでいただくか（事前にクリーンセンターへ搬入の申し込みが必要です）、市が許可した一般廃棄物運搬
業者に委託していただく必要があります。
葛城市の許可を受けた業者は、次のとおりです。

5月10日
(水)

4月26日(水)

4月25日(火)

5月9日
(火)

5月8日
(月)

4月24日
(月)

会社名　屋号 代表者名 電話番号　　 会社名　屋号 代表者名 電話番号
西武開発 奥田　弘司 0745-53-7676 坂本清掃 坂本　和子 0745-62-6098
有限会社　當麻環境 吉村　健司 0745-48-0001 松南クリーン 横白小百合 0745-23-0088
株式会社　梨本商店 梨本　漢鴻 0745-69-7410 株式会社　エム・エンタープライズ 萬津　一則 0745-23-3333
吉井建設株式会社 吉井　久尚 0745-69-3365 株式会社　新和環境 丸山　博雪 0745-63-1234
清掃社　梅本 梅本　忠昭 0745-65-0834 有限会社　東洋 杉田　憲治 0745-62-0002
南大和環境 奥本　　學　 0745-65-0051 株式会社　明南環境 杉田　正文 0745-62-0001
株式会社　南部 岩本　琢也 0744-25-5383 大河衛生 岸田　茂昭 0745-69-7889
阿倍野興業 石本　隆洋 0745-62-3582 エス・イー・イー株式会社 宮橋　義之 0745-65-2033
栄伸開発株式会社 細川　秀則 0745-63-2455 有限会社　共和開発 細川　克文 0745-62-2286
栄伸開発 細川　秀則 0745-69-1155 有限会社　信成環境 仲嶋　信子 0745-69-7999
松田清掃 松田　直樹 0745-67-1271 有限会社　大隅興業 大隅　安春 0745-52-0536
株式会社　中和 寺田　純子 0745-48-7705 ワールド環境 山上　延明 0745-69-0860

一般廃棄物収集運搬許可業者一覧

◎詳しくは、環境課まで。
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☆ 健康相談
●日時：4月13日（木）・28日（金）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆ 乳幼児健康相談
●日時：4月26日（水）・27日（木）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター

◆日時：4月6日（木）・7日（金）
◆受付：午前10時～午前11時
◆場所：當麻保健センター

●内容：身体測定、保健師・栄養士による個別相談
※ 母子健康手帳をご持参ください。

3月12日（日）、新庄健康福祉センターにおいて、第2回健康づくり活動交流集会＆
中間評価報告会が開催されました。この催しは、

推進パートナーさんからの中間評価の報告と、各ボランティアグループ同士の
交流を図り、市全体の健康づくりの基礎部分を担う「健康づくりの輪」を広げることを目的
に開催されました。
当日は、あいにくの雨模様となりましたが、26のボ

ランティアグループ及び各種団体から80名の参加をい
ただきました。
全体集会において、

の中間評価が発表され、その後、「栄養・食生活」「運
動習慣・歯」「こころ・その他」の三つの分散会におい
て、これからの葛城市にはどのようなことが必要であ
るかを話し合いました。各分散会において、健康づく
りについての様々な意見が提案されました。

後半では、「ストレスの正体」と題して、中川晶先生
（大阪産業大学教授）の記念講演が行われました。ストレ
スとは何か、ストレスを感じやすい人・そうでない人の
違いとは何か、といったことを先生の経験談を交えなが
ら分かりやすく、楽しい雰囲気のなかでの講演となりま
した。「ストレスとは誰もが感じることで、それを回避す
ることは出来ません。
どのようにストレスと

向き合って生活していくかが重要なのです。」と、先生は
おっしゃいました。
今回の交流集会＆中間評価報告会は、ボランティア同士

の日頃の活動分野を越えた良い情報交換の場となり、参加
者の方からは数多くの喜びの声が聞こえました。
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當麻交番が開設されました當麻交番が開設されました

本年3月29日から長尾駐在所は、當麻駐在所と統合され、當麻交番となりました。
當麻交番は、旧當麻駐在所の施設を使用し、6名の勤務員が交替で勤務（1日2～3名常勤）し、

パトカーを配置しています。

▼ 警察官の立ち寄る連絡所となりました。
▼ これまでの長尾駐在所への加入電話はなくなりましたので…

緊急な場合は、１１０番していただくか
高田警察署TEL（22）0110または當麻交番TEL（48）2180へ

お願いします。
▼ 旧長尾駐在所の出入り口に設置されていました呼出電話機（受話器をあげるだけで高
田警察署につながります。）は、いままでどおり使用できます。
▼ １日数回、一定時間、當麻交番の勤務員が立ち寄る予定です。

皆さまのご理解とご協力をお願いします。 （高田警察署）

実施期間：4月6日(木)～15日(土)

～大和の交通マナーを高めよう～

期間中、4月6日(木)および4月13日(木)は、市内各駅において午前7時30分から
交通安全街頭啓発を実施します。

①自転車の安全利用の推進

… 子どもと高齢者の交通事故防止

運動の重点事項

運動の基本

（葛城市交通対策協議会・高田警察署）

②シートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底 ③夜間の交通事故防止

當麻交番

當麻駐在所

長尾駐在所
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署
へ
届
出
し
、
そ
の
場
を
離
れ
ず

完
全
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。（

消
防
本
部
）

『
防防
火火
ポ
ス
タ
ー
』
の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
！

春
の
火
災
予
防
運
動
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、

審
査
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

・・
新
庄
中
学
校
（
２
年
３
組
）
増
田
　
　
翔

・・
白
鳳
中
学
校
（
１
年
３
組
）
竹
田
　
剛
志

・・
新
庄
小
学
校
（
６
年
３
組
）
齋
藤
　
百
花

・・
忍
海
小
学
校
（
５
年
２
組
）
田
中
紫
保
子

・・
新
庄
北
小
学
校
（
６
年
１
組
）
前
田
　
　
蕗

・・
磐
城
小
学
校
（
４
年
３
組
）
石
田
　
早
希

・・
當
麻
小
学
校
（
５
年
２
組
）
鎌
田
　
美
咲

・・
忍
海
小
学
校
（
６
年
１
組
）
河
合
　
光
世

・・
新
庄
北
小
学
校
（
４
年
１
組
）
赤
井
　
延
啓

・・
新
庄
北
小
学
校
（
５
年
１
組
）
藤
山
　
大
輔

・・
新
庄
北
小
学
校
（
６
年
１
組
）
石
田
　
　
睦

・・
磐
城
小
学
校
（
４
年
３
組
）
西
　
　
真
生

・・
磐
城
小
学
校
（
５
年
１
組
）
北
川
さ
や
か
　

・・
當
麻
小
学
校
（
４
年
１
組
）
薫
田
　
　
翔

・・
當
麻
小
学
校
（
５
年
２
組
）
村
上
　
真
優

・・
當
麻
小
学
校
（
６
年
１
組
）
y
原
　
綾
香

・・
新
庄
中
学
校
（
１
年
３
組
）
安
川
　
圭
介

・・
新
庄
中
学
校
（
２
年
２
組
）
中
田
　
実
穂

・・
新
庄
小
学
校
（
６
年
２
組
）
松
村
　
真
希

・・
忍
海
小
学
校
（
５
年
２
組
）
能
瀬
由
季
子

・・
忍
海
小
学
校
（
６
年
１
組
）
安
藤
　
由
稀

【
敬
称
略
】

※
学
年
及
び
ク
ラ
ス
は
、
平
成
18
年
３
月
現
在

・・
新
庄
中
学
校
（
１
年
１
組
）
西
林
み
ず
き

・・
新
庄
中
学
校
（
２
年
３
組
）
杉
本
　
　
歩

・・
白
鳳
中
学
校
（
１
年
３
組
）
岡
田
　
弥
佳

・・
白
鳳
中
学
校
（
２
年
２
組
）
山
澄
　
奈
央

・・
新
庄
小
学
校
（
４
年
１
組
）
杉
本
　
　
唯

・・
新
庄
小
学
校
（
６
年
２
組
）
井
上
　
葉
月

・・
忍
海
小
学
校
（
５
年
２
組
）
関
川
　
圭
基

・・
忍
海
小
学
校
（
６
年
２
組
）
安
川
　
佑
姫

・・
新
庄
北
小
学
校
（
４
年
１
組
）
中
和
田
悠
斗

・・
新
庄
北
小
学
校
（
６
年
１
組
）
中
田
　
真
菜

・・
磐
城
小
学
校
（
４
年
３
組
）
車
谷
　
梨
紗

・・
磐
城
小
学
校
（
５
年
１
組
）
會
　
　
睦
実

・・
當
麻
小
学
校
（
５
年
１
組
）
下
村
　
拓
矢

・・
當
麻
小
学
校
（
５
年
１
組
）
植
田
　
敦
子

・・
新
庄
中
学
校
（
１
年
１
組
）
浅
香
　
　
優

・・
新
庄
中
学
校
（
１
年
４
組
）
辻
坂
　
美
咲

・・
新
庄
中
学
校
（
２
年
３
組
）
元
井
　
咲
希

・・
白
鳳
中
学
校
（
１
年
３
組
）
中
野
　
　
敦

・・
白
鳳
中
学
校
（
２
年
２
組
）
橋
本
　
小
春

・・
新
庄
小
学
校
（
４
年
２
組
）
西
村
　
真
耶

・・
新
庄
小
学
校
（
５
年
２
組
）
上
田
　
康
祐

・・
新
庄
小
学
校
（
６
年
３
組
）
藤
田
　
梨
沙

・・
忍
海
小
学
校
（
４
年
１
組
）
辻
　
沙
也
佳

・・
忍
海
小
学
校
（
５
年
１
組
）
田
中
理
保
子

▽
▼
１１１１
１１１１
９９９９
ココココ
ーーーー
ナナナナ
ーーーー
▲
△

２
月
中

本
年
の
累
計

火
災
…
０
件
　
　
　

火
災
…
０
件

救
急
…
97
件
　
　
　

救
急
…
２
０
１
件

救
助
…
１
件
　
　
　

救
助
…
２
件
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毎月11日は
人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部

葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

2006年集会テーマ
違いを認めあう共生社会の確立を

～真の豊かさを感じあえる社会をめざそう～

◇日　時 … 4月11日（火） 《受付》13時 《開会》13時30分
◇場　所 … 當麻文化会館 ホール
◇講　演 … 「わたぼうしコンサート」 たんぽぽの家　

♪♪♪ 「「わたぼうしコンサートわたぼうしコンサート」」とはとは ♪♪♪

障害をもつ人たちが日々の感じたことや思いを綴った‘詩’をメロディーにのせて
多くの人たちに伝えるコンサートです。障害をもつ人たちの詩は、私たちが失いがち
な「生きる強さ」「いのちの尊さ」にあふれています。これは、社会的に弱い立場に置
かれているから見えることであり、障害をもつからこそ感じられることなのかも知れ
ません。毎年、50ヵ所をこえる各地で開催され、社会の理解と共感を深めています。

～障害をもつ人の心の詩にメロディーの翼をつけて～

毎月11日は「人権を確かめあう日」です。
皆さま、ぜひご参加ください。

すべての人の人権は、同じように大切にされ
なければなりません。
特定の人たちの人権だけが大切にされたり

（されなかったり）、誰かの人権を大切にするた
めに他の人の人権が傷つけられたりすることがあってはなりません。
人権とは、私たち一人ひとりが幸せに生きるための権利です。
そのためには、まず、私たちの生命が大切にされ、自由が保障される必要があります。

（人権政策課）
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２
月
20
日
、
新
庄
中
学
校
で
は
、
次
代
を
担
う
若
者
２
年
生
を
対
象
に
、

様
々
な
職
種
の
マ
イ
ス
タ
ー
（
熟
練
技
能
士
）
に
直
接
学
ぶ
「
も
の
づ
く

り
体
験
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

体
験
を
通
し
て
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
技
能
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
将
来
の
進
路
選
択
の
一
助
と
す
る
願

い
も
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
講
式
で
は
、
実
施
団
体
・
奈
良
県
職
業
能
力
開
発
協
会
の
柴
田
修
副

会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
戴
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
続
き
、
▽
建
築
大
工
▽
広
告

美
術
▽
建
築
板
金
▽
日
本
料
理
▽
和
裁
▽
造
園
▽
瓦
作
成
▽
フ
ラ
ワ
ー
装

飾
▽
表
装
▽
ガ
ラ
ス
施
行
の
10
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
イ
ス

タ
ー
か
ら
専
門
技
術
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
に
取
り
組
む
生
徒
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
で
、
時
折
笑

顔
は
見
せ
る
も
の
の
、
マ
イ
ス
タ
ー
の
言
葉
に
じ
っ
と
耳
を
傾
け
、
そ
の

手
さ
ば
き
に
見
入
り
な
が
ら
、
懸
命
に
自
分
の
作
品
制
作
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

柴田修協会副会長の挨拶

日本料理（巻き寿司・汁物）

建築大工（レターケース）

広告美術（ゆめミラー）

建築板金（銅板打ち出し工芸）

フラワー装飾（アレンジメント）

和裁（リバーシブルポシェット）

造園（箱庭）

瓦作成（鬼瓦）

表装（額作り）

ガラス施行（万華鏡）
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4月1日～5月5日 新庄文化会館（マルベリーホール） 

展示室（マルベリーホール） 

69-59455/3～5/5 故  小泉雅美写真展 無　料 写団葛城 
期　　間 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

未　　定 

13：30～ 

未　　定 

未　　定 

當麻文化会館 

 

69-3001【人権政策課】   4

  9 

11 

16 

23

日 

火 

日 

日 

春・音楽の夢の会   ピアノ発表会 

人権を確かめあう日   記念集会 

美多声会年次大会 

葛城市歌謡連合会発表会 

無　料 

無　料 

無　料 

無　料 

春・音楽の夢の会 

葛城市 

日本民謡美多声会 

葛城市歌謡連合会 

月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

 

4

 9 

15 

23 

30 

  4 

  5

日 

土 

日 

日 

木 

金 

葛城市商工会設立記念式典 

平成18年度定期教室合同開講式 

ピアノ発表会 

新庄中学校吹奏楽部第2回スプリングコンサート 
公園まつり映画鑑賞会（上映作品は未定です） 
公園まつり映画鑑賞会（上映作品は未定です） 

関係者 

関係者 

無　料 

無　料 
入場無料 
整理券 
配付予定 

10：00～12：00 

14：00～16：00 

12：30～17：00 

14：00～15：30 

13：30～ 

10：00～ 

69-2480 

 

69-9425 

69-3301

葛城市商工会 

葛城市教育委員会 

西村ピアノ教室 

葛城市立新庄中学校 

月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

 

 

69-5131【中央公民館】 
69-6961【コミュニティセンター】 

5/3  　10：00～17：00 
5/4・5　9：00～17：00

5 葛城市 69-4600【新庄文化会館】 

◎お問い合わせ　 新庄文化会館　TEL 69－4600 當麻文化会館　TEL 48－5000
☆主催者の都合により一部変更する場合がありますので、ご了承ください。
準備、リハーサル等での使用に関しては、本表に記載しておりません。
詳細については、主催者にお問い合わせください。

に白字は休館日。

会員募集 

ステージオペレーター募集 

あなたも参加 
　　　してみませんか？ 

ステージオペレータークラブでは、 
ホールの催しに欠かせないスタッフを 
募集しています。 

【活動内容・入会資格】 
☆ステージオペレータークラブは、新庄文化 
　会館の催しの際の照明・音響・舞台設備の 
　操作等を裏方として担当していただきます。 
　　また、積極的に新しい催し物（ミュージ 
　ックフェスティバル他）の企画・演出にも 
　携わっていただきます。舞台芸術に興味が 
　あり、一緒に感動を味わってみたい方の 
　ご参加をお待ちしております。 
☆16歳以上で性別、経験は問いません。 

【申込・お問い合わせ先】 
　新庄文化会館（ステージオペレーター 
　クラブ事務局）及び當麻文化会館 

 

有効期限 平成18年4月1日～平成19年3月31日 

平成18年度 

☆マルベリーホール主催の公演チケットが、割引で 
　１週間前より電話で先行予約できます。 
☆割引購入枚数は、1会員につき2枚までです。 
　（先行電話予約枚数を含む） 
☆マルベリーホール主催のイベント情報をお送り 
　します。 
☆當麻文化会館自主事業にも適用します。 

申込受付開始 
平成18年4月1日 

休休休休
館館館館
日日日日

新庄文化会館

當麻文化会館
1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930
1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930

日土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
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図図
書書
館館
だだ
よよ
りり

書　　　 名 著　者　名　　　　 新庄図書館 當麻図書館
ゾフィー21歳 ヘルマン・フィンケ ○
指定管理者制度と情報公開 斎藤　文男 ○
図解「できる人」の話し方その見逃せない法則 ケビン･ホーガン ○
ピアノがなくても楽しめるリズムあそびＢＥＳＴ40 グループこんぺいと ○
異評司馬遼太郎 岩倉　博 ○
アシュリー アシュリー・ヘギ ○
★チャレンジ！文房具占い 周明蘭 ○
★娘に語るお父さんの歴史 重松　清 ○
★トトの勇気 アンナ・ガヴァルダ ○ ○
★いっぽくんのおやすみ とよたかずひこ ○ ○
★パリのちいさなバレリーナ ＭＩＫＡ　ＰＯＳＡ ○
★びょうきのブルンミ マレーク・ベロニカ ○

44 月 の 新 着 図月 の 新 着 図 書書 ★印…児童書

《《
催催
しし
もも
のの
ごご
案案
内内
》》

〔〔
映映
画画
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

日
時：

４
月
８
日(

土)

午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
AV
ル
ー
ム

『
ド
ラ
え
も
ん
の
び
太
の海

底
鬼
岩
城
』

〔〔
おお
はは
なな
しし
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

★
新
庄
図
書
館

日
時：

４
月
22
日(

土)

午
前
10
時
〜
　
　

場
所：

新
庄
図
書
館

お
は
な
し
の
へ
や
・
AV
ル
ー
ム

《
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

紙
を
使
っ
た
お
話
…
お
じ
い
さ
ん
の
コ
ー
ト

紙
芝
居
…
三
才
池
の
キ
ツ
ネ

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
…
キ
ャ
ベ
ツ
く
ん

ほ
か

《
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

絵
本
…
百
羽
の
つ
る

お
話
…
役
行
者

え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃの

話

紙
芝
居
…
大
和
の
カ
エ
ル
と
河
内
の
カ
エ
ル

ほ
か

★
當
麻
図
書
館

日
時：

４
月
23
日(

日)

午
後
１
時
30
分
〜

場
所：

當
麻
図
書
館
２
階
お
は
な
し
の
へ
や

《
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

お
話
…
お
く
び
ょ
う
ウ
サ
ギ

絵
本
…
ロ
ー
ジ
ー
の
お
さ
ん
ぽ
　
ほ
か

《
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

お
話
…
な
ら
梨
と
り

紙
芝
居
…
彦
六
さ
ん
の
お
は
な
し
　
ほ
か

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
部
屋
に
入
れ
ま
せ
ん
。

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎お問い合わせ　 新庄図書館　TEL 69－4646 當麻図書館　TEL 48－6000

休休休休
館館館館
日日日日

に白字は休館日。 に色字は図書館整理休館日。

當麻図書館

新庄図書館

絶対にうまくなる少年野球
投手・守備編
打撃・走塁編
本間　正夫／著

ドキドキいっぱい
虫のくらし写真館 全24巻

高家　博成／監修
海野　和男／写真

「
投
手
・
守
備
編
」
は
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
始
め
る
と
こ
ろ
か
ら
。
そ
し
て
、「
攻

撃
・
走
塁
編
」
は
バ
ッ
ト
の
選
び
方
か
ら
構

え
方
、
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
や
盗
塁
な
ど
実
戦

で
役
立
つ
技
術
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
の
指
導
・

練
習
方
法
を
解
説
し
て
い
て
、
大
人
も
子
ど

も
も
と
も
に
学
べ
る
二
冊
で
す
。

虫
に
興
味
を
も
ち
は
じ
め
た
こ
ど
も
に
向

け
て
、
身
近
な
虫
や
、
あ
ま
り
な
じ
み
の
な

い
虫
た
ち
の
生
態
を
、
貴
重
な
写
真
と
や
さ

し
い
文
章
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
第
１
巻
で

は
夏
の
人
気
者
、
カ
ブ
ト
ム
シ
を
取
り
上
げ
、

本
シ
リ
ー
ズ
中
に
は
、
他
の
昆
虫
の
本
で
は

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
昆
虫
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。
あ
っ
と
驚
く
よ
う
な
虫
た

ち
の
世
界
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930
1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930

5月1日（月）から當麻図書館當麻図書館の休館日が変更休館日が変更になります！
5月1日（月）から當麻図書館の休館日が、第第1･31･3水曜日水曜日及び毎週木曜日毎週木曜日、

月末整理日、年末年始、資料整理期間になります。

新庄図書館の休館日は現行通りですので、年末年始を除き、両館が同時に休館することがなくな
ります。なお、どちらかの図書館が休館の日に開館図書館を利用される場合は、返却図書を必ず開
館図書館のカウンターへお持ちくださいますようお願いします。
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歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【【
展展
示示
会会
】】

平
成
18
年
度
春
季
企
画
展

「
竹
内
街
道

〜
人
々
の
往
来
を
中
心
に
〜
」

▼
会
　
期：

４
月
29
日(

土)

〜６
月
11
日(

日)

▼
会
　
場：

歴
史
博
物
館
特
別
展
示
室

▼
観
覧
料：

通
常
の
入
館
料
を
い
た
だ
き

ま
す
。

【【
講講
演演
会会
】】

公
開
講
座
「
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
」（
第
１
回
）

「
當
麻
寺
に
つ
い
て
（
仮
題
）」

▼
日
　
時：

４
月
８
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら

▼
講
　
師：

松
村
　
実
秀
氏

（
當
麻
寺
中
之
坊
住
職
）

▼
会
　
場：

歴
史
博
物
館
２
階

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定
　
員：

１
０
０
名
程
度

▼
申
　
込：

電
話
ま
た
は

直
接
窓
口
に
て
受
付

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館

TEL
（
64)

１
４
１
４
ま
で
。

教教
室室
・・
講講
座座
ごご
案案
内内

広
報
３
月
号
と
同
時
配
布
の
「
教
室
・
講

座
の
ご
案
内
」
の
新
庄
地
区
体
育
協
会
等
ク

ラ
ブ
紹
介
で
、
次
の
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
詫
び
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
ク
ラ
ブ
名
…
少
林
寺
拳
法
ク
ラ
ブ

▼
代
表
者
名
…
篠
田
誠
司

▼
活
動
日
…
毎
週
水
曜
・
土
曜
日

▼
活
動
時
間
…
19：

00
〜
21：

00

▼
男
女
別
…
男
女

◎
詳
し
く
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

TEL
（
69)

６
９
６
１
ま
で
。

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

▼
募
集
種
目
・
応
募
資
格：

「
一
般
、
技
術
幹
部
候
補
生
」

●
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、

20
歳
以
上
26
歳
未
満

〔
22
歳
未
満
は
大
卒
者
（
見
込
含
む
）〕

●
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込
み
）

は
28
歳
未
満

〔
海
上
技
術
幹
部
候
補
生
は
、
理
学

ま
た
は
工
学
課
程
修
了
者
〕

「
医
科
・
歯
科
、
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
」

◇
医
科
・
歯
科

●
専
門
の
大
学
卒
（
見
込
み
）
で

20
歳
以
上
30
歳
未
満

◇
薬
剤
科

●
専
門
の
大
学
卒
（
見
込
み
）
で

20
歳
以
上
26
歳
未
満

〔
薬
学
修
士
取
得
者
は
、
28
歳
未
満
〕

▼
受
付
期
間：

４
月
１
日(

土
）
〜
５
月
12
日(

金
）

▼
試
験
実
施
日：

１
次
…
５
月
20
日(

土
）
・
21
日(

日
）

（
21
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

◎
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
橿
原
募
集
事
務
所

TEL
０
７
４
４
（
27
）
９
６
０
０

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
資
料
閲
覧
、
請
求

が
で
き
ま
す
。

（
U
L
R
）

http://w
w
w
.nara.plo.jda.go.jp

ま
で
。

指
定
工
事
店
・
責
任
技
術
者
登
録

▼
受
付
期
間
…

４
月
３
日(

月
）
〜
28
日(

金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所
…
新
庄
庁
舎
下
水
道
課

★
要
　
件
…

・
過
去
５
年
以
内
に
指
定
試
験
機
関
が
行

う
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
に
合

格
、
ま
た
は
更
新
講
習
の
終
了
し
た
者
。

・
そ
の
他
の
必
要
要
件
は
、
下
水
道
課
で

配
布
す
る
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
…

５
月
１
日(

月
）
〜
31
日(

水
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所
…
新
庄
庁
舎
下
水
道
課

★
要
　
件
…

・
葛
城
市
に
登
録
し
て
い
る
専
属
の
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

・
奈
良
県
内
に
営
業
所
に
相
当
す
る
店
舗

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

・
工
事
の
施
工
に
必
要
な
設
備
及
び
機
材

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

・
そ
の
他
の
必
要
要
件
は
、
下
水
道
課
に

て
配
布
す
る
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
申
請
も
、
下
水
道
課
備
え
付
け

の
申
請
用
紙
及
び
添
付
書
類
が
必
要
で
す
。

◎
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
ま
で
。

新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
…

◎
、
５
月
３
日(

水：

憲
法
記
念
日
）、
５

月
４
日(

木：
国
民
の
休
日
）、
５
月
５
日

(

金：

子
ど
も
の
日
）
は
祝
日
で
す
が
、
新

庄
区
域
の
一
般
家
庭
ご
み
収
集
に
つ
い
て

は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

★
資
源
ご
み
の
収
集
日
の
変
更
…

◎
５
月
３
日(

水)

憲
法
記
念
日
の
た
め
、

１
日(

月
）
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象
地
区
…
疋
田
・
南
藤
井
・
寺
口
・

山
田
・
平
岡
・
山
口
・
梅
室
・
笛
吹

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

TEL
（
69
）
３
７
７
３
ま
で
。

葛
城
市
ぼ
た
ん
祭
期
間
中
の
行
事

當
麻
寺
・
石
光
寺
の
牡
丹
の
開
花
時
期
に
、

當
麻
寺
参
道
お
よ
び
石
光
寺
周
辺
に
ぼ
ん
ぼ

り
を
設
置
し
祭
り
の
雰
囲
気
を
演
出
し
、
期

間
中
に
様
々
な
催
し
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
期
間：

４
月
15
日
〜
５
月
15
日

▼
主
な
行
事：

▼
４
月
23
日
「
二
上
山
岳
の
ぼ
り
」
…

受
付：

午
前
11
時
（
新
在
家
大
池
登
山
口
）

▼
４
月
30
日
「
葛
城
物
語
探
訪
」
…

近
鉄
磐
城
駅
を
出
発
点
と
し
て
ガ
イ
ド

と
と
も
に
、
六
つ
の
物
語
に
関
す
る
史
跡

を
訪
ね
ま
す
。(

行
程
約
10
キ
ロ
）

※
参
加
希
望
の
方
は
、
市
観
光
協
会
へ
の
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

当
日
受
付：

午
前
９
時
〜
９
時
20
分

（
近
鉄
磐
城
駅
）

解
散：

午
後
３
時
頃
（
相
撲
館
）

▼
５
月
14
日
「
當
麻
寺
練
供
養
会
式
」

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
市
観
光
協
会

TEL
（
48)

２
８
１
１
ま
で
。
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警
察
官
（
男
性
・
女
性
）
募
集

▼
採
用
予
定
人
数

警
察
官
Ａ
（
大
学
を
卒
業
又
は
来
春
卒

業
見
込
み
の
人
）

男
性
…
65
名
程
度
、
女
性
…
６
名
程
度

▼
受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
又
は
平
成
19

年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

▼
応
募
〆
切
…
４
月
12
日
（
水
）

▼
第
１
次
試
験
…
５
月
14
日
（
日
）
及
び

５
月
21
日
（
日
）
又
は
５
月
28
日
（
日
）

▼
試
験
案
内
…
試
験
案
内
・
願
書
等
は
警

察
署
、
交
番
、
駐
在
所
で
交
付
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
高
田
警
察
署
警
務
課

TEL(

22)

０
１
１
０
ま
で
。

事
業
主
の
皆
様
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
の
時
期
で
す

平
成
18
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
の
年
度
更
新
の
手
続
き
は
、
４

月
１
日
か
ら
５
月
22
日
ま
で
の
間
で
す
。

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に

加
入
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
方
は
、
こ
の
期

間
内
に
平
成
17
年
度
概
算
保
険
料
の
確
定
精

算
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
18
年
度
の
概
算

保
険
料
の
申
告
・
納
付
の
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
の
方
で
、
ま
だ
労
働
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
必
ず
加
入
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、

奈
良
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

TEL
０
７
４
２(

32)

０
２
０
３
ま
で
。

増
改
築
相
談

▼
日
　
時：

４
月
22
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
場
　
所：

中
央
公
民
館
会
議
室

◎
詳
し
く
は
、
建
築
組
合
TEL(

69)

２
８
７
７

ま
た
は
、
都
市
計
画
課
ま
で
。

消
費
生
活
相
談

「
架
空
請
求
や
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど

の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時：

４
月
10
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
　
所：

市
役
所
當
麻
庁
舎

市
民
相
談
室

▼
相
談
料：

無
料

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

葛
城
市
商
工
会
創
立
記
念
式
典

▼
日
　
時：
４
月
９
日
（
日
）

受
　
付
…
午
前
９
時
〜

式
　
典
…
午
前
10
時
〜

記
念
講
演
…
午
前
11
時
〜

講
師：

佐
藤
ゆ
か
り
氏

(

衆
議
院
議
員
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト)

▼
場
　
所：

新
庄
文
化
会
館
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル

★
入
場
に
必
要
な
無
料
入
場
券
は
、
商
工

会
に
あ
り
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
市
商
工
会

TEL
（
69)

２
４
８
０
ま
で
。

水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

転
入
・
転
出
な
ど
に
伴
う
水
道
の
使
用
開

始
や
中
止
の
た
め
の
申
請
「
閉
開
栓
手
続
き
」

の
申
請
が
、
４
月
３
日
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
申
請
は
、
奈
良
県
が
構
築
し
た
「
奈

良
電
子
自
治
体
共
同
運
営
シ
ス
テ
ム
（
愛

称：

e
古
都
な
ら
）」
に
よ
る
も
の
で
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
『
e
古

都
な
ら
』
の
ボ
タ
ン
を
新
設
し
ま
す
の
で
、

そ
こ
か
ら
申
請
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

直
接
の
U
L
R
は
、

https://e-kotonara.jp/portal/jsp/
index.jsp?lcd=292117

◎
手
続
き
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

水
道
局
業
務
課
TEL
（
48
）
４
７
０
７
ま
で
。

◎
申
請
の
入
力
操
作
に
つ
い
て
は
、

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
TEL
０
７
４
２
（
64
）
０
０
８
８

ま
で
。

特特
別別
弔弔
慰慰
金金
のの
手手
続続
きき
はは

おお
済済
みみ
でで
すす
かか

昨
年
よ
り
第
８
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に

対
す
る
特
別
弔
慰
金
の
請
求
の
受
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

遺
族
の
方
で
受
給
権
の
あ
る
方
は
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
特
に
昨
年
ま
で
支
給
を
受
け
て
お
ら
れ
た

方
は
、
新
た
に
請
求
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。）

葛
城
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
な
案

内
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
。

この校庭貯留は葛城市内では、
白鳳中学校、磐城小学校、當麻小
学校、新庄北小学校で対策されて
いるんだよ。
他の市町村でも、校庭貯留や防

災調整池、ため池などの施設を利
用して、雨水を一時的に貯めてい
るんだ。

公
園
ま
つ
り

▼
期
　
間：

５
月
４
日
・
５
日

▼
場
　
所：

屋
敷
山
公
園
一
帯

▼
内
　
容：
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
公
募
展
、
野
点
、
茶
席
、
似
顔
絵
、

長
ぐ
つ
と
ば
し
大
会
、
古
本
市
、
花
の
苗

配
布
、
献
血
、
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

映
画
鑑
賞
会
他

★
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
）

白鳳中学校の校庭貯留
（施工時のようす）



●日時　4月13日（木）第2木曜日
午前9時～正午

場所　葛城市役所（新庄庁舎）
申込　不要（先着順）

●日時　4月20日（木）第3木曜日
午前9時～正午

場所　忍海集会所
申込　不要（先着順）

●日時　4月27日（木）第4木曜日
午前9時～正午

場所　當麻文化会館
申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務課・社会福祉協議会
電話 69-3001

●日時　4月20日（木）第3木曜日
午後1時～4時

場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　4月27日（木）第4木曜日
午後1時～4時

場所　當麻文化会館

◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　電話 69-3001

●中和法律センタ－
【本　　所】

日時　毎週火曜日・金曜日（祝日は休み）
午後1時～4時

場所　大和高田市大中106-2
経済会館4階

【香芝支所】
日時　第1水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　香芝市本町1397

香芝市役所
【橿原支所】

日時　第2・3水曜日（祝日は休み）
午後1時～4時

場所　橿原市八木町1-1-18
橿原市役所北館1階

【王寺支所】
日時　第4水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　王寺町久度2-2-1-501

地域交流センター
◎申込　相談は予約面談制（30分）

必ず電話で事前予約してください。
（電話24-5403）
相談日の1週間前の同じ曜日午前9時30分
から先着順にて受け付けます。
（祝日の場合は原則その前日より）

◎対象者　大和高田市・橿原市・御所市・香芝市
葛城市・桜井市・磯城郡内・宇陀郡内
高市郡内・北葛城郡内・東吉野村居住
の方


